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鳥類や昆虫類などの震酸排出動物は窒素代詩?の最終産物を主として尿酸の形で
排出する。 ヒトを含む喝乳動物で辻窒素代謝の最終産物は主として尿素の務で排
出され，尿酸はプリンヌクレオチドの代需産物である。 日書乳動物においてもヒト
以外のほとんどの動物では， 尿酸はウリカーゼの作用によって水溶性のアラント
インに転換され排出される。一方ヒトではウリカーゼが欠如しているため， プリ
ンヌクレオチドの分解産物誌尿酸の形で排出されることになる。 しかし尿設は水
}こ対する溶解度がきわめて低いため， その合成が充進したり排出が障害されると
高尿鼓車症を来し痛風を招く。痛風はヨーロッパで、は紀元前より知られている古
い一般的な病気であム わが国でも近年増加の一途をたどっている。 したがって
その原国物糞である尿酸とプFン代謝についての関心が高まってきている。 とく
に1967年には Lesch-Nyhan症候が高尿戴血症を律なうプリン代謝の先天性異常
であることが解明されてー擢脚光を裕び， さらに最近， プリン分解酵素の先天性
欠乏を伴なう免疫不全症が報告され注自を集めている。 このような蒔に本書が出
寂されたことはまことに時宜を詩たものといえよう。
本書の編集には Lesch-Nyhan症候の病因を解明した一人であり， プリン代謝
と先天性代謝異常の分野で著名な W.N. Kelleyと尿駿排出研究の第一人者であ
る1.M. Weinerが当っている。各章の題名(鏡宜のため翻訳した〉と執筆者は
次のとおりである。 1章:尿酸の化学と合成 (G.H.Hitchings). 2章:de novo 
合成の調館(E.W. Holmes). 3章:プリン salvage酵素 (W.J. Arnold). 4 
章:プリンヌクレオチドの梧互転換(J.F. Henderson). 5章:プジンヌクレオ
チドの分解(1.H. Fox). 6章:プリン代謝とピリミジン代議の共役(諸王道〉。 
7章 :PRPP代害者の異常と尿酸過剰合成 (M.A. Becker). 8章:場乳類以外の
脊椎動物の尿酸排出 (W.H. Dantzler). 9章:ヒト以外の靖乳動物の尿酸排出 
(F. Roch-Ramel他)0 10章:正堂入と痛愚患者の尿酸排出 (T.H. Steele)。 
11章:腎疾患，全身長患，薬物，毒物と尿酸排出異常(B.T. Emmerson). 12章:
尿酸の腎外排出(L.B. Sorensen). 13章:痛風性関節炎の急性発作出現に伴なう
初期変化 (H.R. Schumacher) 14章:癌愚性関節炎発生におけるプロテオグリ0 
カンの設観 (W.A.支atz) 15章:自卑球と急性痛風発作の chemicalmediators 0 
(I.Spilberg). 16章:尿畿結晶の析出と localfactors (P. A. Simkin)o 17章:
尿酸腎石症 (T.F. Yu). 18章:尿酸代詩異常とカルシワム腎石症 (F.L. Coe). 
19章:泉酸性腎症の病理(J.H.Talbott). 20章:尿按排准剤 (H.S. Diamond). 
21章:アロプリノールと越の尿酸合成担害剤 (G.B. Elion). 22章:酵素による
尿酸分解と治療への応用(J.M. Brogard他)023章:急性癌底の治療薬の薬理 
(N. H. Ertel). 6章では本学の橘教授によ翌，話来全く不明であったプリンとゼ
ジミジン合成の共投的調節に関する成績と理論が展開されている。各章の題名か
ら察せられるように， 本書は尿酸の基礎と臨沫に慢するほとんどすべての問題に
ついて基礎知識から最新の知見までをまとめた読みごたえのある労作である。各
章の見出しが詳しく， しかもていねいな索引がついていて， 知りたいところがす
ぐ読めるように配嘉されている。 この領域に携わっている研究者や臨床医の方々
に座右におかれることをお勧めする。(森正敬)
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